


地
域
の
個
性
を
生
か
し

た
景
観
の
ま
ち
づ
く
り

２
月
９
日
開
催

Ｑ
　
牛
奥
地
区
か
ら
甲
府
盆
地
に

望
む
景
観
は
素
晴
ら
し
く
、
旧
塩

山
市
で
は
景
観
を
楽
し
め
る
眺
望

ス
ポ
ッ
ト
が
掲
載
さ
れ
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
甲
州
市
で
も

作
成
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
　
甲
州
市
に
は
、
景
観
を
楽
し

め
る
眺
望
ス
ポ
ッ
ト
は
数
多
く
あ

る
。
牛
奥
地
区
か
ら
の
眺
望
も
素

晴
ら
し
く
、
桜
の
シ
ー
ズ
ン
に
は

最
高
の
景
観
が
望
め
る
。
桜
葉
も

あ
り
、
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
か
ら
歩

い
て
も
楽
し
め
る
よ
う
に
で
も
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
景
観
の
眺

望
地
点
と
し
て
の
指
定
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
。

Ｑ
　
耕
作
放
棄
地
は
年
々
増
え
、

非
常
に
景
色
を
損
ね
て
い
る
。
耕

作
放
棄
地
を
解
消
す
る
う
え
で
、

農
道
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
耕
作

放
棄
地
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
市

内
の
農
業
振
興
に
お
い
て
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
た
め
、
農
地
の
集

約
化
な
ど
、
農
家
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
り
対
策
を
研
究
・
検
討
し

た
い
。

Ｑ
　
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
は
、
眺
望

が
良
く
、
年
間
を
通
じ
て
全
国
か

ら
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。
勝
沼

町
民
に
と
っ
て
ぶ
ど
う
の
丘
は
、

誇
り
に
な
っ
て
い
る
。
市
長
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
か
ら
の
眺

望
は
、
県
下
で
一
番
で
は
な
い
か

と
思
う
。
晴
天
の
時
は
、
遥
か
遠

く
南
ア
ル
プ
ス
が
望
め
、
全
国
に

誇
れ
る
眺
望
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
と

自
負
し
て
い
る
。
そ
の
魅
力
は
、

甲
州
市
民
に
と
っ
て
、
常
に
輝
い

て
い
る
シ
ン
ボ
ル
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
、
歴
然
と
し
て

輝
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

て
い
る
。

甲
州
市
の
将
来

特集

こ
う
し
ゅ
う
市
民
懇
談
会

市
民
と
市
長
が
語
る田辺市長が市民の皆さんとひざを交えて語り合う「こうしゅう市

民懇談会」。４年目となる今年度は、「子育て・景観・防災・観光」
の４つのテーマをもとに開催しました。今月の広報では、先月号に
引き続き第２回目の懇談会「地域の個性を生かした景観のまちづく
り（２月９日・勝沼市民会館）」、第３回目の懇談会「災害に負けな
い地域防災のまちづくり（２月１２日・大和ふるさと会館）」の内
容を報告します。（抜粋・要約)

２平成2４年３月



３ 広報こうしゅう

Ｑ
　
先
日
、
宮
光
園
に
行
っ
た
が
、

と
て
も
立
派
に
な
っ
て
い
た
。
素

晴
ら
し
い
文
化
施
設
な
の
で
小
中

学
校
の
学
習
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
自
分
達
の
ま
ち
に
誇
り
を
持

つ
、
子
供
た
ち
を
育
て
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。
甲
州
市

に
は
、
文
化
遺
産
、
史
跡
が
あ
る
。

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
や
近
代
産
業

遺
産
も
含
め
、
子
供
た
ち
が
、
そ

の
目
で
見
て
学
習
で
き
る
機
会
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

災
害
に
負
け
な
い
地
域

防
災
の
ま
ち
づ
く
り

２
月
12
日
開
催

Ｑ
　
市
民
か
ら
の
災
害
時
の
現
場

情
報
を
市
に
伝
え
る
手
段
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
12
月
４
日
に
実
施
し
た
甲
州

市
総
合
防
災
訓
練
の
際
に
確
認
を

し
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
地
元
消

防
団
の
無
線
を
活
用
し
て
、
市
に

連
絡
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て

い
る
。
防
災
計
画
を
見
直
し
す
る

中
で
伝
達
方
法
に
つ
い
て
も
研

究
・
検
討
す
る
。

Ｑ
　
大
和
地
区
に
は
９
つ
集
落
が

あ
る
が
、
そ
の
う
ち
８
つ
に
は
指

定
の
避
難
所
が
あ
る
。
指
定
さ
れ

て
い
な
い
共
和
地
区
の
新
た
な
避

難
所
の
検
討
を
望
む
。

Ａ
　
大
和
地
域
は
災
害
発
生
の
恐

れ
が
あ
る
場
合
は
道
路
が
通
行
止

め
と
な
る
。
ま
た
、
大
規
模
な
災

害
の
場
合
、
孤
立
状
態
に
な
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
る
。
災
害
発
生
時

に
最
も
重
要
な
の
が
安
全
の
確
保

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
皆
さ
ん
の
意

見
や
提
言
を
取
り
入
れ
、
避
難
所

の
計
画
策
定
を
進
め
た
い
。

Ｑ
　
災
害
発
生
時
、
孤
立
し
た
地

域
に
お
け
る
救
助
の
対
応
・
体
制

は
確
立
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
山
梨
県
内
で
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
県
が
中
心
に
な
り
救
助

活
動
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
４
月
か
ら
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
運
用
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、

救
護
所
の
設
置
、
輸
送
方
法
、
医

療
機
関
と
の
連
絡
調
整
な
ど
、
孤

立
地
域
に
対
し
て
の
体
制
・
対
策

づ
く
り
に
、
県
や
消
防
・
医
療
機

関
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ
　
市
民
の
中
に
も
医
師
や
看
護

師
が
い
る
。
災
害
時
に
お
け
る
活

動
体
制
・
支
援
者
リ
ス
ト
の
作
成

を
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
災
害
時
を
想
定
し
た
場
合
、

身
近
な
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必

要
に
な
る
。
市
民
の
皆
様
や
事
業

所
の
方
々
に
声
を
か
け
、
自
ら
手

を
挙
げ
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
の
制
度
化
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
災
害
時
に
お
け
る
救
護
体

制
の
強
化
に
つ
な
が
る
。
介
護
師

や
保
健
師
、
あ
る
い
は
消
防
士
の

経
験
を
持
つ
方
々
も
協
力
い
た
だ

け
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
体
制
づ

く
り
が
期
待
で
き
る
。

２
月
17
日
に
開
催
し
た
第
４
回
こ

う
し
ゅ
う
市
民
懇
談
会
「
フ
ル
シ

ー
ズ
ン
の
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
広
報
こ
う

し
ゅ
う
４
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

避難所など災害に関することが掲
載している甲州市防災マニュアル

豊かな地域づくりの実現に向けて
皆さんの声を市政に反映します。



４平成2４年３月

甲
州
市
の
ご
み
問
題
。
一
言
で
表
現
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
内

容
も
複
雑
で
す
。
環
境
汚
染
、
地
球
温
暖
化
、
処
理
場
な
ど
、
ご

み
処
理
に
関
わ
る
問
題
は
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
月
の
広
報

で
は
、「
そ
の
他
プ
ラ
」
を
紹
介
し
ま
す
、
個
人
や
家
庭
、
地
域
、

事
業
所
な
ど
で
、
改
め
て
「
そ
の
他
プ
ラ
」
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
プ
ラ
の
出
し
方

①
プ
ラ
マ
ー
ク
が
必
ず
付
い
て
い
る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
容
器
の
中
を
き
れ
い
に
洗
っ
て
乾
か
し
て
か

ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
透
明
・
半
透
明
の
袋
に
入
れ
、
袋
に
区
名
・

組
名
・
「
プ
ラ
」
と
書
い
て
可
燃
ご
み
収
集

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
回
収
日
が
祝
祭
日
で
も
回
収
し
ま
す
。
（
た

だ
し
、
年
末
年
始
は
回
収
し
ま
せ
ん
）

見
た
こ
と
あ
る
よ
ね

プ
ラ
マ
ー
ク
！

「
そ
の
他
プ
ラ
」
と
は
、
プ
ラ

マ
ー
ク
（
下
図
参
照
）
が
つ
い
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
「
容
器
」

「
包
装
」
の
こ
と
で
す
。

そ
の
他
プ
ラ
の
分
別
収
集
は
、

年
々
、
増
加
す
る
ゴ
ミ
の
量
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
に
行
わ
れ
て

い
る
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
以

前
は
、
「
そ
の
他
プ
ラ
」
は
単
に

燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
で
は
、
公
園
な
ど

の
疑
木
（
柵
）
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
鉢
、
ベ
ン
チ
、
ボ
ー
ル
ペ
ン

な
ど
の
製
品
に
生
ま
れ
変
わ
り
、

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

キャップ
ラベル

この場合はキャップと
ラベルが「その他プラ」
の対象となります。



５ 広報こうしゅう

「その他プラ」の種類

卵のケース、お惣菜、お菓子、豆腐などの各
種容器、イチゴなどのパック等

タバコ、納豆、カップ麺、肉、野菜、魚など
の食品を包装したフィルム

トイレットペーパーの袋、お菓子の袋、イン
スタントラーメンの袋など

インスタント食品の容器、カップ麺の容器、
肉・魚・野菜などのトレー　　

ソース、シャンプー、液体ワックス、ウォッ
シャー液などのボトル

プリン、ヨーグルト、アイスクリーム、イン
スタント食品などのカップ

ケチャップ、マヨネーズ、わさび、からし、
のりなどのチューブ

チューブ類のキャップ、ペットボトルのふた
及びラベル、スーパーの袋など　　　　　　　　　　　　　

R e u s e
リユース（繰り返す）

返却や再利用できる商
品を選びましょう。不
要になったものは、人
に譲ったり、フリーマ
ケットに出すなど、繰
り返し使いましょう。

R e f u s e
リフューズ（断る）

買い物バックを持参し
て持ち帰っても不要と
なるレジ袋や、過剰な
包装など、いらないも
のは断りましょう。

R e d u c e
リデュース（減らす）

調理方法を工夫して調
理くずを減らし、生ご
みの水切りなどから減
量をしましょう。日常
用品は最後まで使い切
り、詰め替え用品の使
用を心掛けましょう。

R e c y c l e
リサイクル（戻す）

空きビンや缶類、ペッ
トボトル、布類、紙類
など再生ができる資源
ごみはリサイクルステ
ーション（回収場所）
へ出して再生資源に戻
しましょう。

■次のプラスチック製品は
可燃ごみとして出してく
ださい。

おもちゃ・下敷き・ビデ
オ・カセットテープ・Ｃ
Ｄ・ＭＤ（ケース含む）・
歯ブラシ・ストロー・スプ
ーン・ハンガー・衣類箱・
洗面器・くずかご・植木
鉢・じょうろ・ホース・ま
な板・哺乳瓶・プランタ
ー・バケツ・三角コーナ
ー・メガホン・印鑑・クリ
ーニング袋など

４Ｒとは、継続的な環境改善を図
るために、具体的な目標として用い
られたもので、Re f u s e（リフュー
ズ ）、 R e d u c e （ リ デ ュ ー ス ）、
Reu s e（リユース）、Recy c l e（リ
サイクル）の頭文字をとったもです。
市では、循環型社会の形成と効率的
な一般廃棄物処理事業を計るなか、
何回でも使え、再生可能な取り組み

「４Ｒ」を推進しています。

みなんさん
知っていますか

４Ｒ　
（よんあーる）

その他プラ

ってな～に？ その他プラ

ってな～に？ その他プラ
ってな～に？



６平成2４年３月

夜回りで芽生えた絆鬼は～外！節分の日

「鬼は～外！」園児みんなで鬼退治！ 先生、保護者ら約２５０人が学習会に参加。

甲州種ワインに魅了恒久平和を願い

甲州種ワインの魅力に感動する参加者。

甲州市小中学校ＰＴＡ連絡協議会と甲州市人
権擁護委員は２月２日、夜回り先生として有名
な、水谷修さん（花園大学客員教授）を招き、
市民文化会館で合同学習会を開きました。
「今、子どもたちは～私たちにできること、

しなければならないこと～」をテーマに水谷先
生は、「本気で相手に向き合うには、教室では
なく相手のホームグラウンドで話そう」と、実
体験から芽生えた人と人との心の絆を参加者に
呼びかけていました。

２月３日は節分の日。保育園など市内各地で
節分の豆まきが行われました。

泉保育園の豆まき会では、紙芝居やクイズを
通じて、園児は節分の由来を学び、楽しいひと
時を過ごしていました。豆まきの歌を合唱した
後、なんと赤鬼が現れました。「うお～！」と
走り回る赤鬼に、「わ～ん。こわいよ～。」と小
さい園児は驚きながらも、「鬼は～外、鬼は～
外！」と、みんなで協力して豆を投げて、鬼を
退治しました。

勝沼ワイン協会、塩山ワインクラブは２月４
日、勝沼ぶどうの丘で甲州種ワインを愉しむ会
を開きました。

洋酒専門誌編集長の芳野真光さんが第１部で
カーヴドリラックス店主の内藤邦夫さん、シャ
トー・メルシャンチーフの味村興成さんが第２
部で、それぞれの視点から甲州種ワインの魅力
を話しました。約６０人の参加者は、ワイン専
門家の説明を聞きながら、甲州種ワインのティ
スティングも楽しんでいました。

２月９日、大和ふるさと会館で戦没者慰霊祭
が開かれました。

先の大戦で犠牲になられた甲州市出身の戦没
者は１,４０５人。今日の豊かさに感謝の気持ち
と、市長、遺族会、市議会、県、県遺族会ら参
列した１５０人は、祭壇に向かい深々と拝礼し、
ご冥福の祈りを捧げました。祭主の田辺市長は

「甲州市出身１,４０５柱の気持ちを大切に、郷
土の繁栄と世界の恒久平和に向けて努力した
い」と祭文を奉上しました。 

戦没者に感謝の気持ちを伝える参列者。



７ 広報こうしゅう

塩山駅北口周辺の住民らでつくる塩山北地区
まちおこし実行委員会は２月１９日、塩山中央
通り商店街をメインにまちおこしイベント、第
１回塩山まちなかひな祭りを開きました。

商店街の空き店舗を開放してひな飾りを並
べ、地区公民館では地元出身者の俳優、土屋嘉
男さんの講演会、塩山シネマでは「風林火山」
の上映など、昭和の賑わいを地域のみんなで再
現しました。活気に満ち溢れた商店街に訪れた
皆さんは「懐かしいね」と喜んでいました。

昭和の賑わいを再現

多くの人々で活気が戻った商店街。

宇宙ってすごいね

お知らせです

地域文化で住民交流

地域文化で交流を深める皆さん。

日本と欧米各国の国際共同プロジェクトとと
して、南米チリで史上最大の望遠鏡、アルマ電
波望遠鏡の建設に携わっている宮川広さん(熊
野)が、２月１７日に玉宮小学校で宇宙の話教
室を開きました。

太陽、木星、水星、銀河系など、宮川さんが
話す宇宙の謎に児童たちは「すごい！」と大き
な歓声をあげ感動していました。 今年完成す
るアルマ電波望遠鏡。宮川さんの説明に児童は、
果てしない宇宙の夢を描いていました。 

果てしない宇宙の話を児童にする宮川さん。

楽しみながら地域を学ぶ
甲州市ふるさとかるた

甲州市教育委員会は、市民の皆さんが地域の歴
史や文化を再確認し、次代を担う子どもたちが地
域の歴史・文化に興味を持ち、楽しみながら学習
できる教材として、｢甲州市ふるさとかるた｣を作
成しました。市内の神社仏閣、文化財、自然、果
実などを題材にした読み札は、市民の皆さんによ
る応募作品。甲州市の魅力が溢れる「ふるさとか
るた」をどうぞご愛用ください。
■販売価格　１，０００円（１セット）
■販売場所

生涯学習課（本庁舎）、市民文化会館、勝沼中央
公民館、大和ふるさと会館、勝沼図書館、甘草
屋敷

下塩後区の七五三木組は２月１９日、地域の
伝統行事である天満宮祭典を開きました。

地域住民の交流を深めることから、昭和２７
年から毎年開かれている祭典に、「先人が築い
てきた地域文化を大切にしていきたい」と話す
七五三木奉賛会代表の町田昌弘さん。有志によ
る屋台をはじめ、今年の成人者と小学校に入学
する組の女性が協力して矢を放ち、祝袋を当て
る抽選会など、地域の皆さんは楽しみながら、
更なる交流を深めていました。
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■
土
地：

評
価
の
仕
組
み
は
・
・
・

土
地
の
評
価
は
国
が
定
め
た
固
定
資
産

評
価
基
準
及
び
甲
州
市
固
定
資
産
評
価
取

扱
要
領
に
基
づ
き
、
そ
の
年
の
１
月
１
日

現
在
の
地
目
等
の
現
況
に
よ
り
評
価
を
し

ま
す
。

宅
地
の
評
価
方
法
は
、
市
内
の
状
況
が

似
か
よ
っ
て
い
る
地
域
（
状
況
類
似
地
区
）

ご
と
に
標
準
と
な
る
宅
地
（
標
準
地
）
を

選
定
し
、
そ
の
土
地
を
不
動
産
鑑
定
士
が

駅
や
公
共
施
設
か
ら
の
距
離
や
道
路
の
幅

員
、
街
路
条
件
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を

考
慮
し
評
価
を
し
ま
す
。

ま
た
、
市
街
地
な
ど
の
路
線
価
区
域
に

つ
い
て
は
、
標
準
地
を
も
と
に
各
道
路
の

路
線
価
価
格
を
求
め
、
さ
ら
に
そ
の
路
線

か
ら
各
土
地
を
評
価
し
ま
す
。

路
線
価
区
域
以
外
は
、
状
況
類
似
地
区

ご
と
の
標
準
地
を
も
と
に
各
土
地
を
評
価

し
ま
す
。

な
お
、
田
、
畑
、
山
林
、
原
野
等
は
売

買
実
例
な
ど
を
参
考
と
し
、
評
価
の
見
直

し
を
し
ま
す
が
、
平
成
21
年
度
以
降
価
格

に
大
き
な
変
動
は
な
い
の
で
、
今
回
は
評

価
を
据
え
置
き
と
し
ま
す
。

■
家
屋：

評
価
の
仕
組
み
は
・
・
・

家
屋
の
評
価
は
国
の
固
定
資
産
評
価
基

準
に
基
づ
き
、
再
建
築
価
格
を
も
と
に
評

価
を
し
ま
す
。

再
建
築
価
格
は
、
評
価
の
対
象
と
な
っ

た
家
屋
と
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
を
評
価
の

時
点
に
お
い
て
、
そ
の
場
所
に
新
築
す
る

も
の
と
し
た
場
合
に
、
必
要
と
さ
れ
る
建

築
費
で
す
。

経
年
減
点
補
正
率
は
、
家
屋
の
建
築
後

の
年
数
の
経
過
に
よ
っ
て
生
ず
る
損
耗
の

状
況
に
よ
る
減
価
率
で
す
。

新
築
家
屋
以
外
の
家
屋
の
評
価
額
に
つ

い
て
は
、
そ
の
額
が
評
価
替
前
の
価
格
よ

り
上
が
る
場
合
は
据
え
置
か
れ
、
下
が
る

場
合
は
下
が
っ
た
額
と
な
り
ま
す
が
、
経

年
減
点
補
正
率
に
は
下
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
家
屋
が
建
っ
て
い
る
限
り
、
税
額
が

０
円
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
家
屋
は
据
え
置
き
、
宅
地
は
地
価
変
動

で
毎
年
見
直
し
を
行
い
ま
す

土
地
と
家
屋
の
評
価
額
は
、
平
成
24
年

度
が
評
価
替
え
と
な
り
、
次
回
の
平
成
27

年
度
ま
で
の
３
年
間
は
、
基
本
的
に
は
据

え
置
か
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
宅
地
の
評
価
額
は
地
価
の
変

動
で
毎
年
見
直
し
が
行
わ
れ
、
併
せ
て
家

屋
の
建
築
に
よ
り
農
地
等
か
ら
宅
地
に
現

況
地
目
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
等
も
見
直

し
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
資
産
税
担
当
　

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
８
２
・
１
８
３
）

勝
沼
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

☎
44
‐
１
１
１
１

大
和
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

☎
48
‐
２
１
１
１

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方
で
、
平
成

24
年
２
月
29
日
ま
で
に
国
民
健
康
保
険
税

を
完
納
し
て
い
る
世
帯
に
は
、
４
月
か
ら

の
被
保
険
者
証
を
３
月
中
に
「
世
帯
主
宛

配
達
証
明
付
郵
便
」
で
郵
送
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る
世
帯

は
、
被
保
険
者
証
の
代
わ
り
に
短
期
被
保

険
者
証
、
ま
た
は
資
格
証
明
書
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

■
短
期
被
保
険
者
証
と
は
・
・
・

有
効
期
限
を
１
ヶ
月
等
に
区
切
っ
た
被

保
険
者
証
で
す
。

■
資
格
証
明
書
と
は
・
・
・

１
年
以
上
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
場
合
、

被
保
険
者
証
の
代
わ
り
に
交
付
さ
れ
る
も

の
で
す
。

な
お
、
医
療
機
関
で
提
示
し
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
窓
口
で
全
額

（
10
割
）
を
支
払
い
、
国
民
健
康
保
険
負

担
分
は
、
健
康
増
進
課
へ
申
請
し
、
そ
の

後
の
納
税
状
況
に
よ
り
償
還
払
い
と
な
り

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

・
保
険
証
に
関
す
る
窓
口

健
康
増
進
課

国
保
・
年
金
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
１
２
～
１
１
５
）

・
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
に
関
す
る
窓
口

収
納
課

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
７
１
～
１
７
４
、
３
７
３
）

平
成
24
年
基
準
年
度
評
価
替
え

『
土
地
、
家
屋
』
評
価
の
仕
組
み

評
価
額
＝
再
建
築
価
格
×
経
年
減
点
補
正
率

平
成
24
年
４
月
か
ら
の
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
の
郵
送
に
つ
い

て

塩山駅南口
市民ギャラリー

３月５日（月）～
４月２日（月）

塩山文化協会の華道部による作
品を展示いたします。

※展示内容・期間については変更
になる場合もあります。

◆甲州市教育委員会◆

春の火災予防運動
３月１日～７日

統一標語

「消したはず　決めつ
けないで　もう一度」

◆甲州市・甲州市消防団・塩山消防署◆
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平
成
23
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支

給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
よ
り
、
平

成
23
年
10
月
か
ら
平
成
24
年
３
月
ま
で
の

子
ど
も
手
当
制
度
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

今
制
度
の
変
更
に
よ
り
、
10
月
以
降
の

子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
支
給

対
象
を
審
査
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
ま

で
手
当
を
受
給
さ
れ
た
方
を
含
め
、
対
象

の
お
子
さ
ん
を
持
つ
す
べ
て
の
方
か
ら
の

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

11
月
上
旬
に
、
こ
れ
ま
で
甲
州
市
で
手

当
を
受
給
さ
れ
た
保
護
者
宛
て
に
申
請
書

を
郵
送
し
ま
し
た
が
、
支
給
要
件
に
該
当

し
、
通
知
が
届
い
て
い
な
い
保
護
者
の
方

は
、
子
育
て
対
策
課
へ
ご
連
絡
を
お
願
し

ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
、
職
場
で
の
手
続
き
と

な
り
ま
す
。

■
支
給
対
象
児
童

０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳
に

な
っ
た
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

■
支
給
月
額

０
歳
～
３
歳
未
満
（
一
律
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５，

０
０
０
円

３
歳
～
小
学
校
修
了
前

（
第
１
子
・
第
２
子
）
１
０，

０
０
０
円

３
歳
～
小
学
校
修
了
前
　
　
　
　
　
　
　

（
第
３
子
以
降
）
　
　
１
５，

０
０
０
円

中
学
生
（
一
律
）
　
１
０，

０
０
０
円

■
今
制
度
に
よ
る
支
給
要
件

○
支
給
対
象
児
童
は
、
国
内
に
居
住
し
て

い
る
子
ど
も
と
す
る
。（
留
学
中
の
場
合
等

を
除
く
）

○
児
童
養
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も

等
は
、
施
設
の
設
置
者
等
に
支
給
す
る
。

○
未
成
年
後
見
人
や
父
母
の
指
定
す
る
方

に
、
保
護
者
と
同
様
の
要
件
で
手
当
を
支

給
す
る
。

○
監
護
・
生
計
同
一
要
件
を
満
た
す
方
が

複
数
い
る
場
合
、
子
ど
も
と
同
居
し
て
い

る
方
へ
支
給
す
る
。（
単
身
赴
任
の
場
合
を

除
く
）

○
保
育
料
を
子
ど
も
手
当
か
ら
直
接
徴
収

で
き
る
等
の
仕
組
み
と
す
る
。

■
受
付
窓
口

子
育
て
対
策
課
　
　
児
童
福
祉
担
当

勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

■
申
請
期
間

申
請
手
続
き
が
必
要
な
方
は
、
平
成
24

年
３
月
末
日
ま
で
に
手
続
き
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
10
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
手
続
き
を
さ
れ
た
日
に
よ
っ
て
は
、
口

座
へ
の
支
給
月
が
遅
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。）

た
だ
し
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
、
他

市
区
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
時
は
、
こ

の
申
請
期
間
は
適
用
に
な
り
ま
せ
ん
。
お

早
め
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
請
期
間
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、

10
月
分
か
ら
の
手
当
て
が
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当

☎
32
‐
５
０
８
１

子
ど
も
手
当
の
申
請
は
・
・

３
月
31
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

９ 広報こうしゅう

ドクターヘリ
４月１日から運用開始！
山梨県では、ひとりでも多くの大切な命を救

うために、県立中央病院を基地病院として、４
月１日からドクターヘリの運用を開始します。

ドクターヘリは、専門の医師・看護師と専用
の機器を搭載して救急現場に出動することで、
一刻も早く初期治療と医療機関への搬送ができ
る救急医療用ヘリコプターです。医師の派遣に
より治療開始までの時間を短縮して、救命率の
向上と後遺症を軽減することができます。概ね
１５分以内で県内全域をカバーできます。

安全な運用を心がけますので、県民の皆様の
ご協力をお願します。
■出動要請の方法

１１９番通報を受けた消防本部がドクターヘ
リを要請します。
■運用時間

毎日、午前８時３０分から日没までです。
■利用料金

搬送自体に費用はかかりません。ただし、救
急現場で行った医療行為に対しては、医療保険
の範囲内で医療費がかかります。
■お問い合わせ先

山梨県立中央病院
☎０５５‐２５３‐７１１１

℻０５５‐２５３‐８０１１　
山梨県庁　医務課
☎０５５‐２２３‐１４８０
℻０５５‐２２３‐１４８６

子ども医療費助成制度対象の方へ
子ども医療費の通院、および入院の窓口無料対

象年齢は、満１２歳（小学６年生）になった年の
最初の３月３１日までとなっています。

お手持ちの子ども医療費受給者証の有効期限を
確認してください。期限が過ぎたものは今後利用
できませんのでご注意ください。

なお、中学１年生から中学３年生の方は、子ど
も医療費受給者証を発行いたしませんが、入院に
限り助成の対象となります。
◆お問い合わせ先　子育て対策課　児童福祉担当

☎３２‐５０８１
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iinnffoorrmmaatt iioonn
甲
州
市
で
は
、
甲
州
市
商
業
振
興
計
画

（
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

市
民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

■
原
案
閲
覧
の
方
法
・
場
所

①
甲
州
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
意
見
募
集
期
間

３
月
５
日
（
月
）
～
３
月
16
日
（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
意
見
を
提
出
で
き
る
方

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
市
内
の
事

務
所
ま
た
は
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方
、

市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
方
、
市
内
で
滞

在
・
活
動
す
る
方
な
ど
。

■
提
出
方
法
及
び
提
出
先

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意
見
提
出
用
紙
ま

た
は
任
意
の
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先

を
ご
記
入
の
う
え
、
電
子
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

郵
送
、
も
し
く
は
窓
口
来
庁
の
い
ず
れ
か
の

方
法
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
の
送
信
先

info@
city.koshu.ya

m
a
na
shi.jp

②
℻
32
‐
１
８
１
８

③
郵
送
の
場
合
の
あ
て
先

〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

甲
州
市
役
所
　
産
業
振
興
課

※
電
話
で
の
意
見
提
出
、
住
所
、
氏
名
お

よ
び
連
絡
先
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
お
受
け
い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い

て
は
、
取
り
ま
と
め
の
う
え
、
計
画
策
定

の
参
考
資
料
と
し
ま
す
。

・
住
所
、
氏
名
な
ど
個
人
に
関
す
る
情
報

は
、
公
表
し
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
他

の
目
的
で
使
用
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。

・
ご
意
見
な
ど
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
い

た
し
ま
せ
ん
。
ご
意
見
の
原
稿
等
は
返
却
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
ワ
イ
ン
・
商
工
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

わ
く
わ
く
カ
ヌ
ー
体
験
会

■
日
　
時

３
月
10
日
（
土
）
午
前
９
時
～
11
時

■
場
　
所
　
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

■
対
　
象
　
６
歳
～
12
歳

■
定
　
員
　
15
名
（
先
着
順
）

■
参
加
料
　
無
料

■
申
込
方
法

塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
、
３
月

９
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

お
試
し
！
ア
ク
ア
フ
ァ
イ
タ
ー

■
日
　
時

３
月
14
日
（
水
）
21
日
（
水
）
28
日
（
水)

午
後
２
時
～
２
時
45
分

■
場
　
所
　
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

■
対
　
象
　
19
歳
～

■
定
　
員
　
30
名
（
先
着
順
）

■
参
加
料
　
無
料

■
申
込
方
法

塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
、
３
月

11
日
（
日
）
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

か
ん
た
ん
！
Ｈ
Ｏ
Ｔ
ス
ト
レ
ッ
チ

■
日
　
時

３
月
９
日
（
金
）
16
日
（
金
）
23
日
（
金)

午
後
２
時
～
２
時
45
分

■
場
　
所
　
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

■
対
　
象
　
19
歳
～

■
定
　
員
　
20
名
（
先
着
順
）

■
参
加
料
　
無
料

■
申
込
方
法

塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
、
３
月

11
日
（
日
）
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
１
５
９
６

甲
州
市
商
業
振
興
計
画
（
案
）
に

対
す
る
ご
意
見
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
）
を
募
集
し
て
い
ま
す

市有地等を一般競争入札
(期間入札) により売却します
甲州市および甲州市社会福祉協議会では、次の土地を一般競

争入札（期間入札）により売却します。購入をご希望される方、
また購入をご検討される方は、市のホームページをご覧になる
か、管財課までお問い合わせください。
■売却物件
①甲州市塩山上萩原４９７６‐１（甲州市）

宅　地　　　　２，８１０．２８㎡
②甲州市塩山上萩原４９７６‐６外３筆（甲州市）

原野・山林　　５，３１６・００㎡
③甲州市塩山上萩原４９７５‐５外１筆（社会福祉協議会）

宅　地　　　　１，６７４．９３㎡　
■予定価格　２４，４１６，０００円
※いずれも大久保平グリーンロッジの敷地及び周辺の土地であ
り、一体として売却するものです。
■入札参加申込期間　３月１日（木）～１６日（金）
■案内書の配布期間　３月１６日（金）まで
■入札参加申込方法　持参
■入札に必要な書類
入札書、入札保証金の納付済証、誓約書
■入札及び開札日時　４月６日（金）午後３時～
■お問い合わせ先　管財課　財産管理担当

☎３２‐２１１１（内線２３６）

塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

甲
州
市
健
康
づ
く
り
推
進
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
お
知
ら
せ
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体
が
大
き
く
な
っ
て
着
ら
れ
な
く
な
っ

た
体
育
着
や
使
わ
な
く
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

用
品
を
交
換
し
て
有
効
活
用
し
よ
う
。

■
日
　
時

３
月
24
日
（
土
）
31
日
（
土
）

４
月
１
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
２
時

■
場
　
所
　
塩
山
ふ
れ
あ
い
館

■
物
品
回
収

３
月
６
日
（
火
）
か
ら
塩
山
ふ
れ
あ
い
館

で
回
収
し
ま
す
。
　
※
月
曜
日
を
除
く

※
受
付
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
と

な
り
ま
す
。

・
洗
濯
及
び
掃
除
し
た
も
の

・
小
・
中
学
校
使
用
品
（
上
履
き
・
制
服

を
含
む
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
ス
ポ
ー
ツ
倶
楽
部
事
務
局

（
中
村
）

☎
32
‐
５
３
７
５

☎
０
９
０
‐
８
９
４
５
‐
７
７
４
８

iinnffoorrmmaatt iioonn
物
品
・
ス
タ
ッ
フ
募
集
！

体
育
着
・
ス
ポ
ー
ツ
用
品
リ
ユ
ー

ス
大
交
換
会

適正な農地管理、農業振興・・

第４期甲州市農業委員会
任期満了に伴なう甲州市農業委員会一般選挙によ

り、当選された３０名の委員に続き、市議会、農協、
農業共済、土地改良区からの推薦による７名の委員
が選任されました。

２月６日の臨時総会で、会長に岩波學氏（上萩原）、
会長職務代理者には佐藤守氏（初鹿野）と桐原政彦氏

（下於曽）の２名が選出されました。なお、各委員の
担当地区は次のとおりです。

甲州市農業委員会委員
敬称略・カッコ内は担当地区・※印は推薦による委員

�吉野山佳二（千野上）
・八巻　勝朗（千野下、赤尾）
・桐原　政彦（下於曽）
・広瀬　金重（上塩後、上於曽）
・雨宮　盛興（下塩後）
・菊島　正輝（下萩原）※農協
・内田　孝正（牛奥）
・浦川　　眞（花園）※市議会
・小澤金次郎（熊野、西広門田）
・萩原　孟一（中萩原第１）※土地改良区
・玉川　昭利（中萩原第２、第３）※市議会
・瀧川　富男（下粟生野）
・平山　尋文（上粟生野）
・岩波　　學（上切下、下切、下小田原）
・永田　茂樹（上切上、上小田原、一ノ瀬高橋）　
・萩原　勝俊（下竹森）
・小佐川　武（上竹森）
・網蔵　育朗（福生里、平沢）※農業共済
・飯島　　務（上井尻）
・嶋野　哲雄（三日市場）
・内藤　善仁（小屋敷）
・市川　卓郎（藤木、下柚木）
・土屋　博章（勝沼５区、６区、７区）
・佐藤　和也（勝沼１区、２区、１3区）
・久保田義彦（勝沼３区、４区）※市議会
・古屋　義文

（勝沼８区、９区、１０区、１１区、１２区）
・渡邉　　勇（祝１区、２区、３区、４区）
・雨宮　一布（祝５区、６区、７区、８区）
・大村富士夫（祝９区）
・三科　茂紀（山、東雲３区、４区、５区、６区)
・辻　　敏夫（休息、東雲２区）
・坂本　　剛（綿塚、東雲１区）
・三森　正光（菱山２区、３区、４区）
・西矢惠太朗（菱山１区、５区、６区、７区）※市議会

・内田　昭洋（菱山８区）　　
・佐藤　　守（初鹿野下、日影、鶴瀬）
・佐藤　正夫（初鹿野上、木賊、田野）

◆お問い合わせ先
甲州市農業委員会　事務局　☎３２‐５０９２

平成24年度 自衛官等募集
【幹部候補生】
○一般・技術

２０歳以上２６歳未満の方（２２歳未満の方
は大卒、見込み含む）
○歯科・薬剤科

専門の大卒（見込み含む）２０歳以上３０歳
未満の方
■願書受付期間

４月２７日（金）まで
■第１次試験　５月１２日（土）

【予備自衛官補】
○一般 １８歳以上３４歳未満の方
○技能 １８歳以上保有する技能により５３歳

から５５歳未満の方
■願書受付期間

第１回　４月４日（水）まで
第２回　７月１７日（火）～１０月１日（月）

■第１次試験　４月中旬
◆お問い合わせ先
・自衛隊山梨地方協力本部　募集課
☎０５５‐２５３‐１５９１

・自衛隊山梨地方協力本部 甲府募集案内所
☎０５５‐２２８‐６４２７　　　



男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
男
だ
か
ら
、

女
だ
か
ら
」
と
い
う
固
定
化
さ
れ
た
意
識

や
習
慣
に
と
ら
わ
れ
ず
、
一
人
ひ
と
り
の

個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る
社
会
の
こ
と

で
す
。

男
女
が
一
緒
に
な
っ
て
、
元
気
な
ま
ち

を
つ
く
る
た
め
に
「
甲
州
市
男
女
共
同
参

画
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
未
来
の
甲
州
市
作
り
に
向
け
て

一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の

方
の
公
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

市
内
在
住
で
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
関
心
を
持
ち
、
委
員
と
し
て
積
極
的
な

発
言
や
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
け
る
18

歳
以
上
の
方
（
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）

■
募
集
人
員
　
10
名
程
度

■
任
　
　
期

２
年
（
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
26
年
３
月

末
日
ま
で
）

■
内
　
容

市
民
に
向
け
た
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
つ
い
て
、
協
議
し
た
り
推
進
活
動
を
し

た
り
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送

ま
た
は
市
民
生
活
課
ま
で
持
参
に
よ
り
応

募
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
甲
州
市
役
所
本
庁
舎
、
勝

沼
地
域
総
合
局
、
大
和
地
域
総
合
局
に
常

置
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
州
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
募
集
期
間

３
月
21
日
（
水
）
ま
で

■
選
　
考

選
考
結
果
は
４
月
上
旬
ま
で
に
ご
本
人

に
通
知
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
参
画
･
協
働
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

■
日
　
時
　
３
月
４
日
（
日
）
午
後
１
時
～

■
場
　
所
　
塩
山
北
小
学
校
体
育
館

■
資
　
格
　
市
内
在
住
の
方

■
試
合
形
式

男
女
、
年
齢
、
競
技
歴
を
考
慮
し
た
ハ

ン
デ
戦
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
。

※
１
試
合
を
５
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
で
行
い
、

３
セ
ッ
ト
先
取
。

※
男
女
、
中
学
生
と
一
般
（
高
校
生
以
上
）

な
ど
、
ハ
ン
デ
基
準
を
設
け
ま
す
。

■
締
切
日
　
３
月
３
日
（
土
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
体
育
協
会
　
卓
球
部

村
田
千
大

☎
０
９
０
‐
４
９
４
７
‐
９
１
９
３

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

を
公
募
し
ま
す

iinnffoorrmmaatt iioonn

12平成2４年３月

赤ちゃん・黄ちゃん・緑ちゃん

第５回甲州市食育まつり
■日　時　3月 3日（土）午前１１時～午後２時　　
■場　所　甲州市民文化会館
■内　容

①食育カフェ（有料）
出店者のこだわりの食材・料理を味わいに来
てね

②食育レストラン
食生活改善推進員会による学習体験型 

（試食レストラン）

③野菜の種まき体験
おうちでおしゃれに育てようプチプランター
プレゼント

④人形劇「ピーマンマン」
好き嫌いをなくそう！かわいい人形劇

⑤キッズスウィーツ
簡単スウィーツを作ろう！親子、友達と参加
してね

⑥食育図画ギャラリー
市内小学１年～３年生の「食」の図画約６００
点掲示

⑦食育パネル展示
市内小学校の特色ある取り組みをご覧ください

第
６
回

甲
州
市
長
杯
争
奪
卓
球
大
会

■主　催　甲州市食育推進会議・甲州市
◆お問い合わせ先

甲州市食育推進会議 事務局
健康増進課 健康づくり担当 ☎３３‐７８１３

見て！
食べて！

体験して！
食育を楽しもう！
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甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝
頼
公
ま
つ
り

実
行
委
員
会
で
は
、
勝
頼
公
、
信
玄
公
、

北
条
夫
人
、
湖
衣
姫(
由
布
姫)

、
武
者
役
に

扮
し
て
勝
頼
公
軍
団
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

・
武
田
勝
頼
公
、
武
田
信
玄
公
、
北
条
夫

人
、
湖
衣
姫(

由
布
姫)

各
１
名

・
武
者
30
名
、
女
武
者
20
名

※
全
配
役
と
も
18
歳
以
上
で
健
康
な
方
と

し
ま
す
。（
北
条
夫
人
、
湖
衣
姫
役
は
35
歳

以
下
）

■
開
催
日

４
月
22
日
（
日
）

■
場
　
所

大
和
中
学
校
校
庭
（
主
会
場
）

■
参
加
内
容

決
定
し
た
役
に
扮
し
勝
頼
公
軍
団
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
締
切
日

３
月
９
日
（
金
）
必
着

■
応
募
要
領

応
募
用
紙
に
記
入
し
、
勝
頼
公
、
信
玄

公
、
北
条
夫
人
、
湖
衣
姫
（
由
布
姫
）
役

を
希
望
の
方
は
、
写
真
（
顔
写
真
お
よ
び

全
身
写
真
各
１
枚
）
を
同
封
の
う
え
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
甲
州
市
役
所
本
庁
舎
、

勝
沼
地
域
総
合
局
、
大
和
地
域
総
合
局
に

常
置
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
州
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
審
　
査

実
行
委
員
会
で
審
査
の
う
え
、
本
人
に

ご
連
絡
し
ま
す
。

■
そ
の
他

・
現
地
ま
で
の
往
復
交
通
費
等
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

・
ま
つ
り
参
加
中
の
映
像
、
写
真
、
記
事
、

記
録
等
の
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑
誌
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
へ
の
掲
載
権
、
使
用
権
は

主
催
者
に
属
し
ま
す
。

◆
応
募
・
申
し
込
み
先

〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝
頼
公
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局
（
観
光
交
流
課
）

☎
32
‐
５
０
０
０

甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝
頼
公
ま
つ
り

の
当
日
に
、
会
場
内
で
地
域
の
特
産
品
、

特
産
物
を
原
料
に
し
た
加
工
品
な
ど
の
販

売
等
の
出
店
を
希
望
す
る
、
市
内
で
活
動
、

営
業
し
て
い
る
団
体
お
よ
び
個
人
を
募
集

し
ま
す
。

■
開
催
日
　
４
月
22
日
（
日
）
　

■
締
切
日
　
３
月
21
日
（
水
）

■
注
　
意

①
出
店
料
は
５，

０
０
０
円
で
す
。
テ
ン

ト
の
持
ち
込
み
、
も
し
く
は
移
動
販
売
車

輌
で
出
店
す
る
団
体
お
よ
び
個
人
の
出
店

料
は
２，

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
出
店
料
は
ま
つ
り
当
日
に
徴
収

し
ま
す
。

②
テ
ン
ト
（
１
張
）
・
机
（
２
台
）
・
イ

ス
（
３
脚
）
は
用
意
し
ま
す
（
車
輌
で
出

店
す
る
団
体
及
び
個
人
は
除
く
）
が
、
燃

料
・
電
源
・
必
要
な
備
品
等
は
、
出
店
団

体
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

③
出
店
申
請
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
申
請
書
は
、
甲
州
市
役
所
本
庁
舎
、

勝
沼
地
域
総
合
局
、
大
和
地
域
総
合
局
に

常
置
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
州
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
実
行
委
員
会

で
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝
頼
公
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局
（
観
光
交
流
課
）

☎
32
‐
５
０
０
０

第
47
回
甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝

頼
公
ま
つ
り
　
出
演
者
募
集
！

第
47
回
甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝

頼
公
ま
つ
り
　
出
店
者
募
集
！

ひな飾りと桃の花まつり
１０周年記念　スプリングコンサートⅡ

声楽・コーラス・
ヴァイオリン・チェロの調べ

■日　時　３月２４日（土）
午後６時～（午後５時３０分開場）

■場　所　重要文化財旧高野家住宅「甘草屋敷」
■演奏者　ソプラノ　　　長田まゆみ

アルト　　　　芦沢ひろ子
テノール　　　若林　秀和
バス　　　　　古澤　浩一
ヴァイオリン　秋山　　史
チェロ　　　　依田　秀樹
ピアノ　　　　坂田　　晶
合唱　　　日川高校音楽部

■曲　目　タイスの瞑想曲・流浪の民・
星に願いを　ほか

■入場料　無料
■定　員

５０名（予約制・先着順）
※３月１日より申し込みの受付開始。
◆申し込み・お問い合わせ先

観光交流課　☎３２‐５０００ みんなで祭りを盛り
上げよう！



甲
州
種
ワ
イ
ン
の
評
価
が
国
内
外
で
高

ま
り
を
見
せ
る
中
、
肝
心
な
原
料
ぶ
ど
う

は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
内
ワ
イ
ン
業
界
と
協
働
に

よ
り
、
甲
州
種
ぶ
ど
う
の
減
少
に
歯
止
め

を
掛
け
る
た
め
、
市
ワ
イ
ン
原
料
用
甲
州

種
ぶ
ど
う
苗
木
供
給
事
業
を
昨
年
度
か
ら

展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
市
内
の
原
料
ぶ
ど
う
栽
培

者
と
の
栽
培
契
約
が
確
約
さ
れ
て
い
る
市
内

の
ワ
イ
ン
製
造
業
団
体
に
対
し
、
ワ
イ
ン
原

料
用
甲
州
種
ぶ
ど
う
の
苗
木
購
入
に
要
す
る

経
費
を
半
額
補
助
す
る
制
度
で
す
。

苗
木
購
入
に
つ
い
て
は
、
市
と
ワ
イ
ン

メ
ー
カ
ー
で
購
入
コ
ス
ト
の
半
分
を
費
用

負
担
し
ま
す
の
で
、
栽
培
者
に
は
無
償
で

苗
木
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

苗
木
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山

梨
等
を
通
し
て
上
げ
ら
れ
た
数
種
系
統
の

穂
木
を
ウ
イ
ル
ス
検
定
し
、
フ
リ
ー
化
を

行
っ
た
後
の
優
良
一
年
生
苗
木
の
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ン
原
料
用
甲
州
種
ぶ
ど
う
の
栽
培

を
考
え
て
い
る
が
、
何
処
の
ワ
イ
ン
メ
ー

カ
ー
と
契
約
を
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら

な
い
と
い
っ
た
潜
在
的
な
声
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
産
業
振
興
課
ワ
イ
ン
・
商
工
担

当
が
窓
口
と
な
り
、
市
内
ワ
イ
ナ
リ
ー
へ

の
橋
渡
し
を
行
い
ま
す
。

今
回
の
苗
木
は
、
平
成
25
年
３
月
上
旬

の
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
４
月
に
は

苗
木
注
文
す
る
関
係
上
、
相
談
期
間
を
３

月
１
日
か
ら
３
月
19
日
の
期
間
に
定
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
ワ
イ
ン
・
商
工
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

豊
か
な
自
然
環
境
の
な
か
、
あ
な
た
も

農
作
業
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
塩
山
上
塩
後
地
内
に
市
民
農

園
（
一
葉
や
さ
い
文
学
園
）
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

現
在
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
た
く
さ

ん
の
野
菜
や
花
な
ど
を
栽
培
さ
れ
て
い
る

こ
の
一
葉
や
さ
い
文
学
園
の
利
用
者
を
再

募
集
し
ま
す
。

■
要
項
・
使
用
料

区
画
面
積
40
㎡
　
５，

０
４
０
円

■
貸
出
期
間

４
月
１
日
～
平
成
25
年
３
月
31
日
　

■
募
集
期
間

３
月
５
日
（
月
）
～
16
日
（
金
）

※
土
曜
日
、
日
曜
日
は
除
く
。

■
募
集
方
法

産
業
振
興
課
（
本
庁
舎
２
階
）
で
申
請

手
続
き
を
行
い
ま
す
。（
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
）

■
そ
の
他

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り

ま
す
。

・
申
請
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
農
地
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
塩
山
事
務
所

で
は
、
入
会
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時

３
月
９
日
（
金
）
４
月
９
日
（
月
）
５

月
７
日
（
月
）
６
月
４
日
（
月
）

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～

■
場
　
所

塩
山
事
務
所
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
事

務
所
内
）

■
内
　
容

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
内
容
、
就

業
の
仕
方
な
ど
を
説
明

※
参
考
（
主
な
仕
事
内
容
）

除
草
、
剪
定
、
清
掃
な
ど
の
軽
作
業
、
農

作
業
の
手
伝
い
、
家
事
手
伝
い
な
ど

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

（
社
）
東
山
梨
地
区
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
塩
山
事
務
所
　
☎
32
‐
４
１
１
０

iinnffoorrmmaatt iioonn

14平成2４年３月

日本ワイン発祥の地

第３３回
甲州市勝沼ワインゼミナール

■日　時　３月１８日（日）
午後１時１５分～４時３０分

■場　所　勝沼ぶどうの丘イベントホール
■定　員　１５０名

（定員になり次第締め切ります。）
■参加費　２，０００円（当日徴収）
■内　容
○第一部　ワイントーク（午後１時３０分～３時）

テーマ　日本流ワインの楽しみ
講　師　森　覚さん

（ホテルニューオータニトゥール・ダル
ジャンソムリエ）
中井美穂さん

（アナウンサー、やまなし大使）
○第二部　消費者との交流会（立食形式）

（午後３時１５分～４時３０分）
■主　催　勝沼ワイン協会
■協　賛　甲州市、塩山ワインクラブ
◆申し込み・お問い合わせ先

産業振興課　ワイン・商工担当
☎３２‐５０９２

ワ
イ
ン
原
料
用
甲
州
種
ぶ
ど
う
の

栽
培
を
考
え
る
栽
培
者
の
皆
様
へ

平
成
24
年
度
　
市
民
農
園
（
一
葉

や
さ
い
文
学
園
）
利
用
者
再
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
働
き

ま
せ
ん
か

日
川
渓
谷
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
休
館
日

変
更
の
お
知
ら
せ

日
川
渓
谷
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、

４
月
か
ら
休
館
日
を
木
曜
日
（
祝
日
の
場

合
翌
日
）
に
変
更
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

日
川
渓
谷
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
48
‐
２
４
５
５



iinnffoorrmmaatt iioonn
武
田
信
虎
、
信
玄
、
勝
頼
と
、
戦
国
時

代
に
名
を
轟
か
せ
た
武
田
家
と
ゆ
か
り
の

深
い
甲
州
市
で
は
、「
武
田
の
聖
地
」
と
し

て
全
国
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
更
な
る
観
光
振
興
、

誘
客
を
図
る
目
的
と
し
て
製
作
し
た
、「
武

田
信
玄
公
鎧
・
忍
者
衣
装
」
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
　
象

①
甲
州
市
内
の
団
体
及
び
グ
ル
ー
プ

②
そ
の
他
観
光
交
流
課
が
認
め
た
も
の

■
貸
出
料
　
無
料

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

観
光
交
流
課
　
交
流
イ
ベ
ン
ト
担
当

☎
32
‐
５
０
０
０

■
日
　
時
　
４
月
１
日
（
日
）
午
後
２
時
～

■
場
　
所
　
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘

■
入
場
料
　
無
料

■
参
加
団
体

コ
ー
ル
・
マ
ミ
ー
塩
山
、
ク
ー
ル
・
ヴ

ェ
ル
ジ
ェ
か
つ
ぬ
ま
、
合
唱
団
花
音
、
神

金
公
民
館
コ
ー
ラ
ス
、
松
里
女
声
コ
ー
ラ

ス
、
大
和
こ
だ
ま
コ
ー
ラ
ス

○
ゲ
ス
ト

チ
ェ
リ
ス
ト
　
上
野
通
明
さ
ん

（
桐
朋
学
園
高
校
在
学
中)

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

神
金
公
民
館
コ
ー
ラ
ス
（
保
延
）
　

☎
32
‐
０
２
１
７

小
学
１
年
生
の
入
学
児
童
に
、
黄
色
い

帽
子
を
贈
る
取
り
組
み
を
34
年
間
行
っ
て

き
た
峡
東
地
区
明
る
い
社
会
づ
く
り
協
議

会
は
、
こ
の
度
、
山
梨
日
立
建
機
社
長
の

雨
宮
清
氏
を
招
き
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
の

紛
争
地
帯
で
の
地
雷
除
去
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
　
時
　
４
月
７
日
（
土
）
午
後
２
時
～

■
場
　
所
　
山
梨
市
民
会
館
　
大
ホ
ー
ル

■
参
加
費
　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

峡
東
明
社
事
務
局
（
藤
巻
）

☎
22
‐
１
３
９
３

■
講
座
内
容

・
使
え
る
英
会
話
　
・
初
心
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
（
第
１
回
）
　
・
ワ
ー
ド
基
礎

（
第
１
回
）
　
・
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修

・
新
入
社
員
研
修

な
ど

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
　

山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
　

☎
32
‐
５
２
０
２

・
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w

.yitjc.a
c.jp

山
梨
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
農
業
後

継
者
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
、
新
規
参
入
者
な

ど
、
就
農
希
望
者
を
対
象
と
し
た
職
業
訓

練
「
農
業
科
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

果
樹
コ
ー
ス
及
び
野
菜
コ
ー
ス
で
は
９

ヶ
月
間
の
訓
練
期
間
の
中
で
、
栽
培
・
経

営
に
関
す
る
講
義
や
ほ
場
実
習
に
よ
り
農

業
経
営
の
基
礎
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、

先
進
農
家
等
で
の
農
家
実
習
を
通
し
て
、

実
際
の
営
農
や
実
践
的
な
技
術
を
学
び
、

農
業
者
に
必
要
と
な
る
能
力
を
身
に
付
け

ま
す
。

訓
練
期
間
中
は
、
雇
用
保
険
の
受
給
資

格
者
に
は
雇
用
保
険
基
本
手
当
等
が
支
給

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
立
農
業
大
学
校
（
研
修
課
）

☎
０
５
５
１
‐
３
２
‐
２
２
６
９

信
玄
公
鎧
を
貸
し
出
し
ま
す

第
３
回
甲
州
市
合
唱
祭

「
と
ど
け
　
愛
の
歌
声
　
春
の
息

吹
の
な
か
で
」

15 広報こうしゅう

第
41
回
峡
東
地
区
明
る
い
社
会
づ

く
り
協
議
会
・
講
演
会
の
お
知
ら

せ

第６回

甲州市文化協会文化祭
甲州街道・青梅街道フェステ

イバルをテーマにした、甲州市

文化協会主催の文化祭を開催し

ます。多くの皆さんのご来場を

お待ちしています。

・芸能発表大会・
民謡、舞踊、コーラスなど塩山・勝沼・大和地

域の文化協会各部による公演です。
■日　時　３月１１日（日）

午後１時～午後４時
■場　所　大和ふるさと会館 まほろばホール

・展示・資料展・
甲州街道・青梅街道をメインにした書道・絵

画・写真、文芸等の作品を展示します。
■日　時　３月９日（金）～１１日（日）

午前９時～午後５時まで
■場　所　大和ふるさと会館 １階・２階ラウンジ

■主　催　甲州市文化協会
◆お問い合わせ先

甲州市教育委員会　生涯学習課
社会教育担当　☎３２‐５０９７

戦
国
武
将
に
な
っ
て
甲
州
市
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て

Ｐ
Ｒ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

４
～
５
月
開
催
の
能
力
開
発
講
座

就
農
希
望
者
を
対
象
と
し
た
職
業

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す



■
実
施
期
間

３
月
18
日
（
日
）
～
４
月
18
日
（
水
）

■
実
施
コ
ー
ス
・
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所
　

あ
る
～
く

こ
う
し
ゅ
う

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

①
信
玄
の
里
コ
ー
ス

甲
州
市
観
光
案
内
所
（
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
構

内
）
、
甘
草
屋
敷
、
武
田
信
玄
公
宝
物
館
、

放
光
寺

②
一
葉
の
里
コ
ー
ス

甲
州
市
観
光
案
内
所
（
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
構

内
）、
甘
草
屋
敷
、
向
久
保
日
向
薬
師
、
滝

本
院

■
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
楽
し
み
方

○
１
つ
の
コ
ー
ス
に
つ
き
３
箇
所
以
上
の

ス
タ
ン
プ
の
押
印
で
、
特
別
賞
に
応
募
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
も
れ
な
く
賞
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
お
楽
し
み
に
！
）

○
ス
タ
ー
ト
は
、
コ
ー
ス
の
ど
の
場
所
か

ら
で
も
可
能
で
す
。

■
応
募
方
法

○
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
応
募
用
紙
を
、
甲

州
市
観
光
案
内
所
（
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
構
内
）

か
観
光
交
流
課
（
市
役
所
本
庁
舎
）
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

■
そ
の
他

歩
く
際
に
は
、
ひ
な
飾
り
と
桃
の
花
ま

つ
り
の
チ
ラ
シ
（
裏
面
に
コ
ー
ス
案
内
あ

り
）、
応
募
用
紙
を
お
持
ち
に
な
り
お
歩
き

く
だ
さ
い
。

■
締
切
日
　
４
月
19
日
（
木
）

◆
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

あ
る
～
く
　
こ
う
し
ゅ
う
推
進
協
議
会

事
務
局
（
観
光
交
流
課
）

☎
32
‐
５
０
９
１

ひ
な
飾
り
と
桃
の
花
ま
つ
り
１
０

周
年
記
念
　
あ
る
～
く
　
こ
う
し

ゅ
う
春
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

「
歩
い
て
再
発
見
！
甲
州
市
」
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お悩みをスッキリ解消
整理収納アドバイザーによる

ご家庭の整理収納教室
日頃ご家庭で「モノが多いのは分かっているけど捨てられ

ないしどうしよう」とお悩みの方、家の中をスッキリするた
めの整理収納術をわかりやすくお話しします。整理収納力は、
モノの整理だけでなく、心身の健康や、防犯にも役立ち、生
活を豊かにしてくれる技術（スキル）です。きっと役立つ情
報が得られるはずです。お気軽にお申し込みください。

なお、今教室は２週で１教室です。１回目、２回目を通し
てご参加ください。
■日　時　３月１５日（木）午後７時～（１回目整理編）

３月２２日（木）午後７時～（２回目収納編）
■場　所　甲州市民文化会館　３階　第２・第３研修室
■定　員　３０名　※定員になり次第締め切ります
■参加費　無料
■持ち物　筆記用具
■講　師　市川和男氏（家事ＣＯＮ甲府店オーナー）

整理収納アドバイザー１級で、新聞や雑誌、テレ
ビ等で幅広く活躍しています。

■申込方法
３月６日（火）午前９時より、電話または市民文化会館窓

口に直接お申し込みください。
◆お問合せ先　甲州市民文化会館　☎３２‐１４１１

16平成2４年３月

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

気
づ
き
合
お
う

あ
な
た
と
私
の

未
来

あ
し
た

の
た
め
に

Ｃ
段
丹
映
子
・
「
週
間
長
野
」
掲
載
・
無
断
転
載
禁
止

好
評
開
催
中

第
10
回
甲
州
市
え
ん
ざ
ん
桃
源
郷

ひ
な
飾
り
と
桃
の
花
ま
つ
り

10
年
目
を
迎
え
る
今
年
は
「
市
民
参

加
」
を
テ
ー
マ
に
、
ひ
な
飾
り
の
展
示

会
場
を
増
設
し
、
市
内
各
地
で
春
の
甲

州
市
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
ひ
な
飾
り
展
示
会
場

・
重
要
文
化
財

旧
高
野
家
住
宅

「
甘
草
屋
敷
」

☎
33
‐
５
９
１
０

・
恵
林
寺
「
信
玄
公
宝
物
館
」

☎
33
‐
４
５
６
０

■
協
賛
展
示
会
場

・
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
「
信
玄
館
」

☎
33
‐
３
５
５
５

・
大
菩
薩
の
湯

☎
32
‐
４
１
２
６

・
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘

☎
44
‐
２
１
１
１

・
道
の
駅
「
甲
斐
大
和
」

☎
48
‐
２
５
７
１

■
そ
の
他
の
展
示
場

・
滝
本
院
　
☎
33
‐
９
７
１
７

・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
「
塩
山
駅
」

・
市
役
所
本
庁
ロ
ビ
ー

・
宮
光
園
　
☎
44
‐
０
４
４
４

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

観
光
交
流
課
　
交
流
イ
ベ
ン
ト
担
当

☎
32
‐
５
０
０
０



・
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
・

■
日
　
時
　
３
月
１
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
～

■
場
　
所
　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
　

■
内
　
容
　
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

「
春
を
見
つ
け
に
行
こ
う
」
～
動
物
や
虫
に

変
身
ご
っ
こ
を
し
て
遊
び
ま
す
～

■
持
ち
物
　
上
ば
き

■
対
　
象

１
歳
く
ら
い
～
未
就
学
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
　

■
参
加
費
　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
７
８
０
０

子
育
て
対
策
課
　
☎
32
‐
５
０
８
１

・
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
・

■
日
　
時
　
３
月
15
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
～

■
場
　
所
　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
　

■
内
　
容
　
工
作
遊
び

「
写
真
飾
り
を
作
ろ
う
」
～
年
度
の
締
め
く

く
り
に
写
真
飾
り
を
作
り
ま
す
～

■
対
　
象

１
歳
く
ら
い
～
未
就
学
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
　

■
参
加
費
　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

☎
44
‐
３
７
２
３

子
育
て
対
策
課
　
☎
32
‐
５
０
８
１

今
回
の
特
別
展
で
は
、
平
成
22
年
度
に

山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各

教
育
委
員
会
（
甲
州
市
、
北
杜
市
、
甲
府

市
、
笛
吹
市
、
山
梨
市
）
で
行
っ
た
発
掘

調
査
の
結
果
を
パ
ネ
ル
で
展
示
し
ま
す
。

■
主
な
展
示
内
容

○
山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

山
岳
信
仰
遺
跡
分
布
調
査
（
富
士
河
口

湖
町
、
富
士
吉
田
市
）
、
美
通
遺
跡
Ｂ
区

４
（
都
留
市
）
、
甲
府
城
下
町
遺
跡
地
方

検
察
庁
地
点
他
（
甲
府
市
）
、
町
屋
口
遺

跡
（
富
士
川
町
）
、
御
坂
中
丸
遺
跡
他

（
笛
吹
市
）

○
各
教
育
委
員
会

梶
畑
Ｂ
遺
跡
（
甲
州
市
）
、
神
の
前
Ｂ
遺

跡
（
北
杜
市
）、
川
田
窯
跡
他
（
甲
府
市
）、

金
地
蔵
遺
跡
（
笛
吹
市
）
、
三
ヶ
所
遺
跡

（
山
梨
市
）

■
期
　
間

３
月
28
日
（
水
）
ま
で

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
・
20
日
（
火
）

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

歴
史
民
俗
資
料
室

■
共
　
催

山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

甲
州
市
民
文
化
会
館

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

児
童
セ
ン
タ
ー

３
月
の
イ
ベ
ン
ト
予
定
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歴
史
民
俗
資
料
室
特
別
展

山
梨
の
遺
跡
２
０
１
１
巡
回
展
開

催
の
お
知
ら
せ

市民教養講座  甲州市 春の星座観察会

第2回 甲州市 星空を観る会

映画「はやぶさ／ＨＡＹＡＢＵＳＡ」鑑賞会
堤　幸彦 監督作品／出演 竹内結子 西田敏行ほか

小惑星探査を目的に開発された探査機「はやぶ

さ」は、小惑星「イトカワ」の表面から惑星の物

質のサンプルを持ち帰ることを目的に、平成１５

年５月に打ち上げられ、平成２２年６月地球に帰

還し、みごとにその使命を果たしました。

今回は、７年に渡って宇宙空間を旅した、探査

機「はやぶさ」プロジェクトに係わった科学者や

技術者たちが、宇宙のロマンにかける情熱を映像

化した映画を上映し、宇宙の魅力に触れていただ

くために映画会を開催します。

また、春の夜空に輝く星座を観察しながら宇宙

に思いをはせるとともに、宇宙空間にある小惑星

「イトカワ」の位置を探るなど星座観察会を開催し

ます。

■日　程　３月１７日（土）

※映画鑑賞会：午後６時上映

（午後５時３０分開場：上映時間１４０分）

■入場料　無料

※星座観察会：午後７時３０分～午後９時

■場　所　　

※映画鑑賞会：甲州市勝沼市民会館　２階

※星座観察会：勝沼中学校校庭

（雨天の場合、星座観察会は中止とさせていただき

ます。）

■講　師　山梨県立科学館　天文指導員

■対象者　市内在住で星に興味を持つ方

■その他

小学生以下の方は、保護者同伴でご参加をお願

いします。

◆お問合せ先

甲州市教育委員会　生涯学習課　社会教育担当　 

☎３２‐５０９７

17 広報こうしゅう

巡回児童相談

■日　時　３月７日（水）
午後１時３０分～午後４時

■場　所　甲州市民文化会館 ２階 第１会議室
■対　象　市内在住の児童の保護者
■内　容　中央児童相談所職員による児童に関す

る相談
◆お問い合わせ先

子育て対策課　児童福祉担当
☎３２‐５０８１
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18平成2４年３月

時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で

行
け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
全
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

３
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

３
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日
、
31
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

℻
33
‐
２
３
０
７

障
害
を
持
つ
方
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を

持
つ
方
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害

を
持
つ
方
自
身
が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て

悩
み
を
聞
き
相
談
に
の
り
ま
す
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
視
覚

石
原
テ
ル
氏
　
　

☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

石
山
　
寛
氏

☎
32
‐
４
０
３
６

■
肢
体

小
川
美
金
氏(

肢
体) 

☎
44
‐
１
７
９
３

羽
村
千
鶴
氏(

肢
体) 

☎
32
‐
１
２
２
４

中
村
安
孝
氏(

脳
原
性)

☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

田
中
美
津
江
氏

☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

℻
33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
、
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来

所
で
き
な
い
方
も
相
談
く
だ
さ
い
。

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご

家
族
の
相
談
に
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
来
所
で
き
な
い
方
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

■
日
　
時

３
月
21
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

※
日
時
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。
３
月

16
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
２
０
３

℻
33
‐
２
３
０
７

も
の
忘
れ
に
つ
い
て
お
悩
み
の
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

３
月
16
日
（
金
）
午
後
３
時
～

■
場
　
所
　
本
庁
舎

１
階

第
３
会
議
室

■
申
込
方
法

こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。
３
月

14
日
（
水
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
介
護
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

視
覚
障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し

た
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
は
じ

め
て
の
方
で
も
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

３
月
７
日
（
水
）、
21
日
（
水
）

午
後
１
時
～
３
時

■
内
　
容

各
個
人
の
内
容
に
あ
っ
た
文
書
作
成

■
費
　
用
　
無
料

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

℻
33
‐
２
３
０
７

障
害
者
生
活
支
援
相
談

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員
※
予
約
制

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

心
の
相
談
窓
口
・
専
門
医
に
よ
る

相
談

も
の
忘
れ
相
談
・
専
門
医
に
よ
る

相
談

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

安心して暮らせる街づくり

認知症サポーター養成講座
認知症について市に寄せられ

る相談は、年々増えています。
そこで、市では認知症になっ

ても安心して暮らせるまちづく
りの取り組みとして「認知症サ
ポーター」を養成する出前講座
を行っています。

■認知症サポーターとは・・・
何か特別な事をする人ではなく、認知症を正しく理解

し、認知症の人や家族を温かく見守る応援者です。約９
０分の講座（認知症の基礎知識　認知症予防　認知症の
方への対応について等）を受講することでどなたでも認
知症サポーターになれます。サポーターの証として「オ
レンジリング」が渡されます。
※申し込みができるのは市内に在住、在勤又は在学する
１０人以上の方で構成された団体及びグループです。認
知症は誰でもなる可能性のある病気です。認知症の理解
が予防や早期発見・対応にもつながりますので興味のあ
る方はお気軽にお問い合わせください。

◆申し込み・お問い合わせ先
福祉介護課　地域包括支援センター
☎３２‐５６００



■
日
　
時

３
月
14
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館
２
階
　
会
議
室

■
内
　
容
　
介
護
に
つ
い
て
語
り
合
い

■
対
　
象

会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
関

心
の
あ
る
方

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
介
護
課
）
☎
32
‐
５
６
０
０

※
参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り

の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
３
月
16
日
（
金
）
17
日
（
土)

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
場
　
所
　
山
梨
県
立
ろ
う
学
校

■
対
　
象
　
０
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

■
内
　
容

①
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す
る

悩
み
の
相
談

②
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の

あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
関
わ
り
方
の
ア
ド
バ

イ
ス
（
育
児
相
談
）

③
生
活
や
学
習
（
教
育
相
談
）
④
聴
力
測

定
・
補
聴
器
相
談

※
３
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
も
し
く

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
希
望
す
る
日
時
を
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
立
ろ
う
学
校

き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
22
‐
１
３
７
８

℻
22
‐
６
４
１
９

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
分
野
で
は
、
悩
ん
で

い
る
人
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話
し
を
聞

き
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
人
の

こ
と
を
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
と
呼
び
ま
す
。

家
族
や
身
近
な
人
の
悩
み
に
気
づ
き
、
な

る
べ
く
早
く
専
門
の
相
談
機
関
に
つ
な
ぐ

た
め
に
は
、
ど
ん
な
声
か
け
を
し
た
ら
よ

い
か
、
そ
の
方
法
を
学
び
ま
す
。
あ
な
た

も
、
ぜ
ひ
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
に
な
り

ま
せ
ん
か
。

■
日
　
時
　
３
月
14
日
（
水
）

午
後
６
時
20
分
～
８
時
30
分

■
場
　
所
　
塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
講
　
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
ン
タ
ル
レ
ス
キ
ュ
ー
協
会

小
野
田
奈
美
　
先
生

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５
　
☎
33
‐
２
２
０
３

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』

例
会
の
お
知
ら
せ

iinnffoorrmmaatt iioonn

19 広報こうしゅう

平成２４年度甲州市福祉タクシー

回数乗車券の交付について
障害者の行動範囲拡大と社会参加を促進するため、

福祉タクシー回数乗車券を交付します。
■対象者

市内に住所を有する在宅の方であって、自動車
税・軽自動車税の減免を受けていない方、または山
梨県心身障害者自動車燃料費助成事業の助成を受け
ていない方で、次のいずれかに該当する方が対象と
なります。
①身体障害者手帳１級及び２級に該当される方
②療育手帳の障害程度がAに該当される方
③介護慰労金の支給を受けている方に、介護を受け

ている方で、所得税の非課税世帯の方
■申請受付

平成２４年３月２６日（月）から随時受け付けます。
■申請場所

・福祉介護課　　障害福祉担当（本庁舎４番窓口）
・勝沼地域総合局　市民福祉課
・大和地域総合局　市民福祉課　

■申請に必要なもの
・身体障害者手帳または療育手帳　・印鑑（認印可）
※お持ちでない場合、受付できません。
■交付枚数と有効期間

４月２７日（金）までに申請手続きを行った場合は、
額面６００円のタクシー回数券（２４枚）を交付しま
す。５月以降の申請については、ひと月経過するごと
に、２枚ずつ交付枚数が減少します。

また、交付されるタクシー回数券は平成２４年４
月１日から平成２５年３月３１日まで使用できます。
◆申し込み・お問い合わせ先

福祉介護課　障害福祉担当
☎３２‐５０６７ ℻２０‐６１６７

山
梨
県
立
ろ
う
学
校
　

春
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

の
相
談
会

甲州市地域包括支援センター

臨時職員募集
■保健師（臨時的任用職員、２２条職員）若干名
・勤務時間　８時３０分～１７時１５分
・業務内容　地域包括支援センターにおける保健師業務
■介護支援専門員　若干名
・勤務時間　要相談
・業務内容　高齢者のケアマネジメント業務。月に数

件からでも可能です。
■応募期間　３月１日（木）～３月１６日（金）
■応募方法

履歴書１通（写真添付）介護支援専門員証、保健師
免許証の写しを持参、若しくは郵送してください。後
日面接日を連絡します。

◆お問い合わせ先
甲州市地域包括支援センター（福祉介護課）
☎３２‐５６００

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
会
開
催
の

お
知
ら
せ
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iinnffoorrmmaatt iioonn
■
日
　
時

３
月
15
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
場
　
所

本
庁
舎
　
２
階
　
第
３
会
議
室

■
対
　
象
　
市
内
在
住
者
　

■
定
　
員

６
名
（
相
談
者
１
人
に
つ
き
30
分
）

■
そ
の
他

・
こ
の
無
料
法
律
相
談
は
完
全
予
約
制
で

す
。
３
月
５
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か

ら
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

た
い
の
で
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課

市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

☎
32
‐
２
１
１
１(

内
線
１
０
８
・
１
０
９)

市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な

ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開

設
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
３
月
19
日
（
月
）

午
前
の
部

午
前
９
時
～
正
午

午
後
の
部

午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
本
庁
舎

１
階

市
民
相
談
室

■
対
　
象
　
市
内
在
住
者

■
定
　
員
　
12
名

■
内
　
容

消
費
生
活
関
連
　
架
空
請
求
、
訪
問
販

売
、
レ
ン
タ
ル
・
リ
ー
ス
契
約
等
に

関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、
多

重
債
務
な
ど

■
そ
の
他

・
相
談
者
１
人
に
つ
き
30
分
。

・
こ
の
無
料
消
費
生
活
相
談
は
完
全
予
約

制
で
す
。

・
３
月
５
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
す
る
事
項

を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類
等
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

☎
32
‐
２
１
１
１(

内
線
１
０
８
・
１
０
９)

こ
の
共
済
は
、
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が

わ
ず
か
な
掛
金
を
出
し
合
い
、
不
幸
に
し

て
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
方
に
、
見
舞
金

を
お
支
払
い
す
る
相
互
救
済
の
た
め
の
制

度
で
す
。

掛
金
は
、
お
一
人
様
に
つ
き
年
間
５
０

０
円
と
な
り
、
共
済
期
間
は
平
成
24
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

甲
州
市
に
住
民
登
録
、
ま
た
は
外
国
人

登
録
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も

加
入
の
受
け
付
け
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
平
成
24
年
２
月
号
の
広
報

に
同
封
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
44
‐
１
１
１
１

大
和
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

☎
48
‐
２
１
１
１

■
日
　
時

３
月
15
日
（
木
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所

東
山
梨
合
同
庁
舎

１
０
２
会
議
室
・
２
０
２
会
議
室

■
相
談
内
容

法
律
相
談
、
家
族
問
題
、
相
続
、
金
銭
貸

借
、
交
通
事
故
相
談
、
消
費
生
活
相
談
、
労

働
相
談

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
５
７
１

無
料
法
律
相
談

無
料
消
費
生
活
相
談

移
動
県
民
相
談

４月から開設！ 峡東地区特設登記相談所
甲府地方法務局山梨出張所は、２月１３日（月）で廃止となりまし

たが、４月から特設登記相談所を開設しますので、お気軽にご相談く
ださい。
■主な相談内容
・登記事項証明書等の見方について
・土地の地目変更や建物取壊し等の表示に関する登記手続きについて
・相続登記や抵当権抹消登記等の権利に関する登記手続きについて
■日　時　４月１２日（木）午後１時３０分～３時
■場　所　甲州市役所本庁舎　２階　第１会議室
◆お問い合わせ先　甲府府地方法務局　登記部門　☎０５５‐２５２‐７１８６

・
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
・

法
務
大
臣
は
平
成
24
年
１
月
１
日
付

で
、
石
田
清
子
さ
ん
（
大
和
町
日
影
）
に

人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

交
通
災
害
共
済
制
度
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不動産無料相談
■日　時　3月15日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合)

☎３３‐２９０１
◆申込・問合先（社）山梨県宅地建物取引業協会

☎０５５‐２４３‐４３００

iinnffoorrmmaatt iioonn
温かな善意 ありがとうございました
◎社会福祉事業へ
・岡　　源一郎さん（下萩原）
・市内の匿名の方からご寄付をいただきました。

◎教育振興事業へ
・反田　公紀さん（下塩後）

◎甲州市社会福祉協議会へ
・佐藤　喜之さん（勝沼）
・シルクロードバンド、ビクトリーズ

孫や甥などを名乗ってお金を用意させ，代
理の者や業者を名乗る犯人が家に現金を取り
に来るという詐欺事件が発生しています。

●孫や甥を名乗り「電話番号が変わった」な
どと言われたら，元の電話番号に電話して
確認する。

●不審な電話があったら一人で判断せずに家
族や知人に連絡し，警察に通報する。

不審な電話があったら警察に通報！
日下部警察署　☎２２‐０１１０

振り込め詐欺発生中！

お年寄りの憩のオアシス

老人福祉センター（塩寿荘）
毎日清掃、毎日新湯でお待ちしております。カラ

オケの音響も抜群です。マッサージ器も無料です。
１日楽しんで１５０円です！
■生徒募集！「趣味の教室」
・教　室　カラオケ、短歌、俳句、川柳、盆栽、大

正琴、レクレーション
・対象者　市内在住の６０歳以上の方
・申込み　３月１日（木）～２３日（金）　
◆申し込み・お問い合わせ先

甲州市老人福祉センター（塩寿荘）
☎３３‐９３７５

甲州青年会議所「献血のお願い」
■日　時　3月10日（土）

午前の部　午前１０時～正午
午後の部　午後１時～３時３０分

■場　所　オギノ甲州店駐車場

ファミリ－映画会

カンフ―パンダ２
カンフ－を習得し伝説の龍の戦士となった小心

者で食いしん坊のポ－は、有能なマスタ－５達と
とても強力な武器を操り、中
国を制圧してカンフーを抹殺
しようという野望に燃えた新
たな敵、孔雀のシェン大老と
戦う。
■日　時　３月１８日（日）

午後１時３０分～
（開場 午後１時）
■場　所　大和ふるさと会館　まほろばホ－ル
■定　員　１６５名（先着順）
◆会場整理代

小学生以下　１００円
中学生以上　３００円

※定員になり次第締め切ります。
◆申し込み・お問い合わせ先

大和ふるさと会館
☎４８‐２９２１（月曜は休館）



22平成2４年３月

有料広告



★お問合せ★

勝沼図書館　 ☎４４‐３７４６

塩山図書館　 ☎３２‐１５０５

大和図書館　 ☎４８‐２９２１

甘草屋敷子ども図書館
☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib-koshu.jp/

23 広報こうしゅう

甘草屋敷子ども図書館
「えりちゃんとドングリの木」音楽祭
■日　時　３月２５日（日）午後１時３０分～

■場　所　甘草屋敷子ども図書館　前庭

■内　容

○第１部　絵本「えりちゃんとドングリの木」

朗読とコーラス　など

○第２部　「ＡＭＡＮＡ」による自然、命をテ

ーマに、どこか懐かしいサウンドとトークを交

えたコンサート（雨天の場合は、子ども図書館

内にて小規模開催）

勝沼図書館
春のおはなしフェスタ
■日　時　３月１１日（日）午後１時３０分～

■場　所　勝沼図書館　視聴覚室

■内　容　勝沼人形劇団「葡萄の実」の公演

大和図書館
マジック・ポッケ春のおはなし会
■日　時　３月１０日（土）午後２時～

■場　所　大和ふるさと会館　研修室２

■内　容

図書ボランティア「マジック・ポッケ」によ

る読み聞かせ、パネルシアター、エプロンシア

ター、手遊びなど

※大和図書館まで事前の申し込みが必要となり

ます。

塩山図書館・甘草屋敷子ども図書館
蔵書点検による休館のお知らせ

塩山図書館及び甘草屋敷子ども図書館は、４

月１０日（火）から２０日（金）まで蔵書点検

作業のため休館させていただきます。

甘草屋敷子ども図書館
第22回企画展「村田エミコ木版画展
おばあちゃんちの縁側」
■期　間　３月２８日（水）～５月７日（月）

■場　所　甘草屋敷子ども図書館　ギャラリー

■内　容　版画家・村田エミコ氏の版画展

「蔵書点検」
ってなんだろう？
より良い図書館サービスを

行うために必要な作業です

「資料が所定の場所に並んでいるか」「行方不

明の本はないか」「汚損、破損の資料はないか」

などの状況を、一冊一冊手作業で確認していき

ます。また、施設や設備の点検や修繕などもこ

の期間に行っています。

これらの作業を開館中に行う事は困難なた

め、作業期間中は図書館を休館することになり

ます。利用者の皆様には、大変ご迷惑をおかけ

いたしますが、ご理解とご協力をお願いします。

図書館の雑誌をお譲りします
雑誌リサイクル市
■日　時　４月２１日（土）

午前１０時～午後４時

■場　所　甲州市民文化会館　ロビー

■内　容　塩山図書館で所蔵している雑誌のう

ち、平成２２年度以前のものをお譲りします。

（一部雑誌は除かせていただきます。）

※あわせて、図書館友の会主催の「ブックフリ

ーマーケット」も開催します。塩山図書館にて、

ご家庭で不要になった図書の献本を受け付けて

います。（雑誌・書き込み・汚損のあるものは

除く）詳しくは塩山図書館まで！



「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。
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日々成長する３人！これから
の成長が楽しみです♪３人の笑
顔が大好き♡すくすく大きくな
あれ♪

父・公二さん、母・亜季子さん
（下塩後）

工作やお料理のお手伝いが大
好き。これからも元気で、思い
やりの気持ちを大切に大きくな
ってね。

父・剛さん、母・陽子さん
（勝沼）

どんなに疲れていても莉乃の
笑顔に癒され元気が出ます。こ
れからも元気パワーちょうだい
ね。

父・富夫さん、母・真由美さん
（西広門田）

すっかりお兄ちゃんらしくなっ
てきた琉海、そんなお兄ちゃんが
大好きな琉偉。これからも２人の
笑顔でまわりを和ませてね。

父・誠さん、母・麻美さん
（下於曽）

トランポリンが大好きで、毎
日遊んでいる未優。パパに手を繋
いでもらって高くジャンプするの
が特に楽しいようです。

父・貴博さん、母・美恵さん
（西広門田）

土橋
どばし

琉海
るか

くん (３歳)琉偉
るい

くん (１歳)

荻原
おぎはら

未優
みゆ

ちゃん（４歳)

兄弟仲良く元気に大きくなっ
てね。

父・賢さん、母・理佳さん
（下粟生野）

櫻林
さくらばやし

佳
けい

くん (６歳)怜
れい

くん (８ヶ月)

武藤
むとう

早希
さき

ちゃん（３歳)

勝村
かつむら

美月
るな

ちゃん (７歳)

亜美
あみ

ちゃん (４歳)　玲王
れお

くん (１歳)

天野
あまの

莉乃
りの

ちゃん（１歳)
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